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1. はじめに 

事業環境が激変している。我々はこれを体質転換の好機と積極

的にとらえ、自らの進むべき方向性について主体的な展望を持ち、

事業構造を組替えていく。 

その基本構想となるのがこのグランドデザインであり、新日鐵化学

グループの “目標とする企業像”、“それを実現するための方策”を

具体的に示し、社会に貢献できるエクセレントカンパニーへの脱皮を

図る。2010 年の姿を描き、全社が一丸となって進むべき方向につ

いて各人が認識し、各人の役割を正しく実行することにより、必ず実

現できる構想である。 

今後、各部門での議論を通じて、本グランドデザインの方向性を

中期経営計画及び年度予算でより具体化し、新日鐵化学グループ

の確実な躍進へとつなげる。 

＜グランドデザインの位置付け＞ 

 グランドデザイン 中期経営計画  年度予算

機能 目標 計画  予算

役割 方向性 行動指針  行動基準

期間 長期 ３ヵ年  １年

 

 

2. 新日鐵化学の将来像 (グランドデザインの目標) 

（1）企業理念 

 社員共有の価値観を企業理念に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社の事業は、タール等の製鉄関連事業からスタートし、石化事

業、電材事業とその業容拡大と深化を遂げ、それに対応して、技術

基盤も順次拡大･高度化してきた。我々は、芳香族化学に表徴され

る自らの技術をさらに高め、たゆまぬ変革・創造により、力強く社会

に貢献することを宣言する。 

また、社員は、あらゆるビジネス行為と業務において新たな価値

創造を常に考え、それを実現していき、広く社会から、お客様から信

頼され尊敬を受けることを目指しつづける。新日鐵化学の企業スロ

ーガンも、これからも脈々と引き継がれるべきものであることを再確

認する。 

 

 “素材を技術し、未来を拓く   

－ For Your Dream ＆ Happiness － ” 

 

 

（2）目標とする企業イメージ 

我々がこの企業理念を追求することにより達成される明日の新日

鐵化学のイメージは、社会から尊敬される“エクセレントカンパニー”

であり、次のようなものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標とする企業イメージを収益面・構造面から示したものが将来

ビジョンであり、社の経営指標、社員処遇が名実ともにエクセレント・

カンパニーに値する姿を目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 将来ビジョンの達成方策 

（1）事業展開の基本指針 

 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝの目標は、全ての事業、全ての業務において、新た

な視点・発想の付加と、効率化の徹底によって達成される。事業展

開の基本指針を示す。 

① 独自提案の源泉となるコアテクノロジーの強化とそれが活か

せる市場の厳選を行い、戦略的な事業展開を推進する。 

② 低収益で成長シナリオが描けない事業から成長シナリオが描

ける事業への資源シフトを日常的に行う。 

③ 自分の持ち場において日常的に新たな価値創造を考える集

団の形成とそれを支える人材育成に対して、常に刺激とイン

センティブを与えられる経営を行う。 

 

（2）戦略的市場領域の選定 

Start-Ex プランで定めた当社が戦うべき事業領域 

� 製鉄・タール関連事業領域 
� 化学品事業領域 
� 情報・電子材料事業領域 
および、それに関連する『当社が得意とする技術』は、化学産業全

体の中ではニッチな分野。今後、当社が自らの強みを活かして更な

る発展・拡大することを可能にする市場領域は “情報・電子関連市

場”であり、この市場を当社の戦略的市場領域として拡大していく。 

 

（3）事業展開の方向性 

この戦略的市場領域への傾斜は、電子材料事業部のみで行うも

のではなく、各事業がそれぞれの素材・技術を核に、この市場に主

体的に関わっていくことが重要である。しかしながら、各事業部の事

業環境・実態から、各領域での中核事業強化の方策は自ずと異な

ったものとなる。 

 製鉄・タール関連事業、化学品事業においては、コスト競争力の

徹底強化が必須課題である。たゆまぬコスト改善努力に加え、 

z 他社提携等の戦略的事業展開 
z 個社最適解の枠を越えたコンビナート最適解も視野に入れた
競争力強化 

等を積極的にすすめ、国際競争力強化を目指す。 

 また、芳香族化学の強みを活かしての電材用途への展開強化も

化学品事業領域における重要なミッションである。 

 

一方、電子材料事業においては、恒常的な革新技術の付加とソ

リューション提供により、進化する市場ニーズに俊敏な対応をとるこ

とが事業強化のための必須条件である。今後も、独自技術に根差

した差別性の高い機能材料及び加工度を向上させた機能部材の

創出を継続し、高収益事業体質を確立し、新生新日鐵化学の中核

事業化を図る。 

以上の方向性に基づき、積極的な施策を可能なものから実行し、

これを推進するための体制・組織の整備も行う。その過程で、事業

（製品）の選択と集中を一層推進し、利益率の低い事業から高い事

業へのシフトを日常化させる。 

また、本グランドデザイン期間以降も収益構造を維持・強化する

ため、今の事業領域に拘らない視点で、次の世代（ﾎﾟｽﾄｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞ

ｲﾝ）の事業領域を開拓・選択するための検討に着手する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）

 当 以下の技術をコアテ

クノ 創造の源泉とする。 

� 学 

�  

� 精製技術、 

の研究開発会議でよ

り具 なげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）運営体制 
・お客様のメリットを高めることができる独自商品を提

案・提供できる会社 

・その独自商品を連続して出しつづけることにより技術

力を高く評価される会社 

・世界一の商品を常に 3 つ以上もち、それで利益の

1/3 を出す会社 

・環境、社会貢献でも胸をはれ、人材が競って集まる

会

 本グランドデザイン策定のタイミングに合わせ、その趣旨を踏まえ、

運営体制の改革を実行する。 

①経営機構の改革 

市場変化への迅速かつ柔軟な対応を目的に、経営機構の改革

を行なう。 

� 取締役会のスリム化： 経営意思決定の迅速化 
� 執行役員制度の導入： 業務執行体制強化 
②組織 

・ポストグランドデザイン世代の当社の一翼を担う新事業、新商

品の探索を専門的に行うための『フューチャービジネスクリエ

ーションセンター（FBCC）』を全社組織としてスタートさせる。 

・化学品事業部内には、新規大型事業創出による事業部安定

収益構造維持を目的に、『ビジネスクリエーションセンター

（BCC）』を設置する。 
将来ビジョン (連結) 

 達成年度は 2010 年 （7 年後） 
 収益目標 
経常利益  300 億円、ROS=10%以上

電子情報分野での比率 50％ 以上 

新規製品よる経常利益  20％  

財務目標 

 自己資本比率    50％ 

社員の処遇   業界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ 

・化学品事業部内に『機能性化学品部』を設置する。ビジネス

モデル連関事業を集約し、高機能製品事業の強化とシナジ

ー効果発現を目的とする。 

傾斜・拡大事業領域

⇒　進化する市場ニーズに俊敏な対応

コアテクノロジー

事業創出機能強化

材料

　

新規事業

事業展開マップ 情報・電子材料市場領域

材料・技術

社 

・今後も、事業連関を重視したビジネスユニット統廃合・事業部

間の製品移管を適宜行い、事業環境変化への対応力強化

とマテリアルソリューション提案力強化を志向する。 

③人事 

・社業の発展を社員の処遇に反映させる業績反映制度の整備

や、高度な技術・高いモラルを持った人材の育成を通じてエ

クセレントカンパニーを実現する。 

 

（6）経営資源投入 

 設備投資及び投融資については、自らの強みと時代の要請を正

しく認識した上で、市場変化のスピードに決して遅れることなく“世界

一商品”の拡充に向け、機を逃がさず積極的な対応を図る。 

また、提案力強化および機能商品の日常的更新のため、積極

的な研究開発投入も必要であり、 

・コアテクノロジーの強化 

・事業展開ｼﾅﾘｵが描ける厳選されたテーマの推進 

に資源集中を行い、開発においても効率重視を志向。 
企業理念 

新日鐵化学グループは、 

○ 高度な化学技術を自ら育成・蓄積し、 

その活用により社会に貢献する。 

○ 広く社会から信頼され尊敬を受ける 

にたる社員で構成される。 

 

４． ポストグランドデザインに向けて 

 このグランドデザイン実行で、スリムで筋肉質な体質は維持したま

ま、 

� 技術力の蓄積 
� 改革・開発志向を持った優秀な人材の育成と確保 
� 大学等の公的機関との連携強化 
を推進する。 

ポストグランドデザインも視野に入れ、新たな中核事業を立ち上げ

新

コア
コアテクノロジー 

社の独自商品開発のために必要不可欠な

ロジーとして選定・強化し、お客様への価値

材料設計技術：  機能性樹脂、芳香族化

機能設計技術：  接着技術、微細化技術

プロセス技術：  芳香族合成、分離

     フィルム・シート化 

開発の方向性は、中期経営計画、各年度

体的な開発テーマに結晶させ、事業化につ

製鉄・ﾀｰﾙ関連

事業領域

他社提携等の戦略的展開 地域最適解も視野に入れた強化

強化（基盤）事業領域

⇒　競争力の徹底強化

芳香族化学品

事業領域

情報・電子

事業領域

情報
ると共に、『マテリアルソリューション＋技術販売』型企業への転換を

検討することとし、前項の『フューチャービジネスクリエーションセンタ

ー（FBCC）』がこれを担当する。 

日鐵化学の事業領域とそれを支えるコアテクノロジー 

 

繰り返しになるが、事業を取り巻く環境はますます厳しい方向にな

るが、我々はこれを好機ととらえ、自らの事業領域を主体的に設定

し、このグランドデザインの実現に向け周到な準備を重ね、全社一

丸となってこれを推進していく。 

化学品 情報・電子材料 

 
製鉄・ﾀｰﾙ関連 

テクノロジー  

中期計画、年度予算でグランドデザインの詳細部品設計を行い、

それを着実に実行することにより、このグランドデザインを実現化させ

たい。                     

機能設計技術

接着技術 微細化技術 
材料設計技術     

以上 
芳香族化学  機能性樹脂

プロセス技術
 フィルム・シート化 

 芳香族合成 

分離精製技術


